
いまではすっかりジャズ・ピアノの人気者になってしまった

が、スティーヴ・キューンと言えば、かつては地味なピアニス

トの代名詞だった。実力には昔から定評があったものの作品に

恵まれなかったせいだ。しかし日本のヴィーナスからアルバム

を発表するようになって、彼はおそらく自分も気がついていな

かった魅力的な持ち味を発揮するようになった。

キューンに限らず、エディ・ヒギンズやクロード・ウィリア

ムソンなど、このレーベルからアルバムをリリースすることで、

それまでの過小評価に決着をつけたプレイヤーは少なくない。

レーベルのオーナーでプロデューサーでもある原哲夫の眼力が

優れているからだ。野球に例えるなら、野村克也の再生工場で

ある。実力派に真価を発揮させる舞台をセッティングする。こ

の点にかけて、ヴィーナスほど見事な手腕を発揮するレーベル

はない。

キューンは、随分以前から堅実な活動を行なってきた。作品

もそこそこは残している。内容にも創造的なものが多く、立派

な実績を積み重ねてきたミュージシャンのひとりだ。しかし残

念なことに、人気の面でいまひとつぱっとしたものがなかった。

堅実ゆえに、あるいはコマシャーリズムに背を向けてきたか

らこそ、大きな話題を呼ばなかったとも言える。考えようによ

っては、キューンの過小評価は彼にとっての勲章かもしれない。

1938年4月24日にニューヨーク州ブルックリンで生まれたキュ

ーンは、5歳でピアノのレッスンを始め、13歳のときにはボスト

ンのダンス・バンドで演奏していた。学業も優秀だったらしく、

1959年にハーバード大学を卒業している。

一方でプロのミュージシャンとなる夢も捨て切れず、卒業と

同時にケニー・ドーハムのグループに参加する。そこでの演奏

が認められ、一時はジョン・コルトレーン・カルテットでマッ

コイ・タイナーに代わってピアノの席に座ったこともあるほど

だ。次いでスタン・ゲッツのグループに迎えられたが、1964年

にアート・ファーマーの結成したカルテットに誘われ、ここに

1966年まで在籍した。

ファーマーのカルテットでスウェーデンに楽旅したことがき

っかけとなって、キューンはグループを退団する。そのまま

1967年から1971年まで同地で活躍したのち、ニューヨークに戻

って自己のグループや、ファーマー、ゲッツなどかつてのリー

ダーの元でも演奏を行なう。

1979年にシンガーのシーラ・ジョーダンと結成したグループは、キュー

ンの経歴の中でも大きな脚光を浴びたもののひとつだ。しかしこのグルー

プでも創造的な音楽性を前面に打ち出したため、一般的なポピュラリティ

には結びつかなかった。

ところで、白人ピアニストと言えば、真っ先に思い浮かぶのがビル・エ

ヴァンスだ。彼に代表される内省的なピアノ・スタイルをキューンも持ち

合わせている。ただし、独特のリリシズムを表出することで印象的なプレ

イを示したエヴァンスに対し、ロマンティックな部分を極力排して創造的

な世界を追求してみせたのがキューンだ。

それが災いしたのか、キューンのプレイには難解なイメージがついて回

る。ところが1966年に録音した『10月組曲』（インパルス）や、同じ時期

にサイドマンとして参加したアート・ファーマー・カルテットの作品など

からは、エヴァンスとは異質ながら心安らぐ叙情的なプレイも追求されて

いた。

こうした叙情的な部分は、1990年代以降、キューンが積極的に示すよう

になった要素だ。とくにヴィーナスから発表される諸作では、かつての研

ぎ澄まされた緊張感に代わってハート・ウォームなタッチが大きな魅力に

なっている。

それはキューンが相応の年齢になり、円熟したことによって生み出され

る表現かもしれない。しかし元を辿れば、彼はこうしたタイプの演奏でデ

ビューしたのである。そのことを考えると、ここにきてキューンが本音で

ピアノを弾くようになったとも解釈できる。

この作品では、クラシックの小品をいかにもキューンらしい繊細で叙情

味に溢れた表現で聴かせてくれる。これぞまさしく彼の持ち味を好ましい

形で発露させた1枚だ。こうしたレコーディングを企画したヴィーナスの

センス、そしてそれをものの見事に素晴らしい演奏で応えたキューンの心

意気。両者の良好なチームワークがあればこそのアルバムだ。

■演奏紹介

1．アイム・オールウェイズ・チェイシング・レインボウズ

多くのジャズ・ミュージシャンがクラシックのジャズ化を試みてきた

が、この演奏は中でも極めて秀逸だ。原曲のメロディをジャジーな装飾音

と和音を用いてキューンが独自の音楽にしてみせる。まるでオリジナルの

ように、彼はこの演奏に馴染んでいる。天才ショパンが聴いたら一体何と

言うだろうか。これ1曲でアルバムの成功が確信できるほど素晴らしい内

容だ。その後に登場するデヴィッド・フィンクの大胆なソロも、クラシッ

クだからという遠慮は微塵もない。この堂々たるプレイも痛快だ。最後は

キューンとビリー・ドラモンドの小節交換があって、演奏はエンディング

に向かう。

2．亡き王女のためのパヴァーヌ

モーリス・ラヴェルがパリ音楽院在学中の20歳のときに書いたピアノ曲

で、スペインに起源を持つと言われる宮廷舞曲「パヴァーヌ」による主題

を用いたもの。音の魔術師と呼ばれたラヴェルはみずから1910年にオーケ

ストラ用の編曲を書き、それによって管弦楽の名曲としても親しまれるよ

うになった。ジャズ・ミュージシャンが好んで取り上げるクラシック曲の

ひとつだが、そうした傾向が顕著になったのは1970年代以降のことである。

キューンはこの曲を、バラードにリズムをつけたような洒落たアプローチ

で演奏してみせる。

3．ムーン・ラヴ

知らずに聴いたらジャズのスタンダードと思うひとも多いだろう。チャ

イコフスキーの曲だが、これはそれだけメロディがジャズ的な流れで書か

れているということだ。キューンはこの曲を無理なく4ビートに乗せてい

る。メロディックな要素とラインによるフレーズをほどよくシャッフルし

たソロはこのひとならではだ。ミディアム・アップのテンポもこの曲にぴ

ったりで、それも幸いしてキューンの魅力が全開される演奏になった。中

盤のフィンクによるベース・ソロもつぼにはまった内容だし、最後にはわ

ずかだがビリー・ドラモンドとキューンの小節交換もフィーチャーされ

る。

4．ワン・レッド・ローズ・フォーエヴァー

一音にして自分の世界を表現してしまう演奏家や歌手がいる。

それだけ個性的ということだが、この演奏には最初の音を聴い

ただけで胸がときめいた。キューンはメロディの綴りかたが抜

群に巧い。加えて和音の構成が独特で、それがいい味に結びつ

いている。そんなことをしみじみと思わせてくれる演奏だ。中

盤のフィンクによるベース・ソロは思索的で、その後に登場す

るキューンのプレイと絶妙なコントラストを描く。

5．白鳥の湖

誰でも知っているクラシック曲をジャズ化するのは難しい。

その反面、やりがいもあるのだろう。キューンはこの曲をミデ

ィアム・アップのテンポで、しかも少しメロディを崩した形で

演奏してみせる。味つけはスイング感とブルージーな音使いだ。

それによって、彼はこの名曲を個性豊かなジャズ・チューンに

変身させた。“めくるめく”という言葉がぴったりの、乗りのい

い演奏である。

6．夜想曲変ホ長調　作品9 第2番

ショパンのノクターンだが、非常に無理のないジャズ化が図

られている。そこがキューンのセンスのよさだ。ショパンが書

いたノクターンの中で、というよりあらゆるノクターンの中で

もっともポピュラーな1曲である。それというのも、映画『愛情

物語』のテーマ曲として使われて以来、クラシックだけでなく

ジャズやポピュラー音楽の演奏家によっても取り上げられるチ

ャンスが多くなったからだ。キューンはこの曲を呟くように、

囁きかけるように弾いていく。その静寂な響きが、却って聴く

もののイマジネーションを掻き立てる。

7．リベリイ

ドビュッシーの曲だが、これもジャズ・ミュージシャンがわ

りとよく取り上げる。メロディ・ラインが持つリズムを増幅さ

せたようなタッチが心地よい。スマートで都会的な演奏になっ

ているところもキューンならではだ。ソロ・パートでは、ミデ

ィアム・テンポながら躍動感のあるビートを用いて溌剌とした

タッチを聴かせてくれる。このパートだけを聴けば、多くのひ

とがご機嫌なジャズ・チューンと思うことだろう。

8．前奏曲ホ短調　作品28 第4番

ショパンの作品中もっとも多くのひとに親しまれている1曲。

ジャズではバリトン・サックス奏者のジェリー・マリガンによる演奏が名

高いが、キューンによるこのパフォーマンスも名演のひとつに数えていい。

いつも以上にパッションを込めたように感じられるテーマ・プレイが印象

的だ。とは言え、そこはキューンである。決して思い入れたっぷりな表現

にならず、さらりとした中に重厚さも加味したタッチが見事だ。

9．フル・ムーン・アンド・エンプティ・アームズ

ラフマニノフの曲はどれも難しい。それだけにジャズとして演奏する場

合、たいていは小難しい解釈の羅列になってしまう。しかしキューンはそ

んなことに陥らない。ここでもご機嫌な4ビート・ジャズが展開される。

どこからどう聴いてもジャズそのものだ。解釈の力もさることながら、こ

れは表現力がおおいにものを言った演奏である。そんなことができるのも、

さまざまな経験を積み重ねてきたキューンだからこそだ。終盤ではベース

とドラムスの掛け合いも登場する。

10．パヴァーヌ

モーリス・ラヴェルが書いた「亡き王女のためのパヴァーヌ」とよく混

同されるのがこの曲で、こちらはラヴェルの先輩にあたるガブリエル・フ

ォーレが作曲したもの。“パヴァーヌ”なら本家本元がこちらだ。元を正

せば小管弦楽のために書かれた曲で、幻想的な世界がキューンのピアノに

よって綴られていく。哀愁を湛えたメロディは彼の端整なタッチと絶妙な

相性を示す。テーマが終わるとすぐにフィンクのベース・ソロになるが、

これもメロディを巧みに用いた内容が光る。

11．ララバイ

「ハンガリー舞曲第5番」他で有名なブラームスが書いた美しい作品。

この曲はどなたもご存知だろう。それをキューンはソロ・ピアノで独特の

アクセントを使いながら静かに弾いていく。無垢な美しさとでも表現すれ

ばいいだろうか。心を洗われるような清々しさがいつまでも余韻を引く。
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Pavane For A Dead Princess
亡き王女のためのパヴァーヌ

Steve Kuhn Trio
スティーブ・キューン・トリオ

1. アイム・オールウェイズ・チェイシング・レインボーズ
I'm Always Chasing Rainbows～Fantasy Impromptu《 F. Chopin 》 ( 7 : 22 )

2. 亡き王女のためのパヴァーヌ
Pavane For A Dead Princess《M. Ravel 》 ( 6 : 26 )

3. ムーン・ラブ
Moon Love～Symphony #5 2nd Movement《 P. Tchaikovsky 》 ( 6 : 49 )

4. ワン・レッド・ローズ・フォー・エバー
One Red Rose Forever～Ich Liebe Dich《 E. Grieg 》 ( 5 : 32 )

5. 白鳥の湖
Swan Lake《 P. Tchaikovsky 》 ( 6 : 09 )

6. 夜想曲変ホ長調 作品9, 第2番
Nocturne In E♭Major Op9, No2《 F. Chopin 》 ( 6 : 38 )

7. リベリイ
Reverie《 C. Debussy 》 ( 8 : 09 )

8. 前奏曲ホ短調 作品28, 第4番
Prelude In E Minor Op28, No4《 F. Chopin 》 ( 5 : 43 )

9. フル・ムーン・アンド・エンプティ・アームス
Full Moon And Empty Arms 

～Piano Concerto #2 3rd Movement《 S. Rachmaninov 》 ( 6 : 51 )

10. パヴァーヌ
Pavane《 G. Faure》 ( 6 : 32 )

11. ララバイ
Lullaby《J. Brahms 》 ( 3 : 37 )

スティーブ・キューン Steve Kuhn《 piano》

デヴィッド・フィンク David Finck《 bass 》

ビリー・ドラモンド Billy Drummond《 drums》

録音： 2005年8月18、19日 ザ・スタジオ、ニューヨーク
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